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電気料金や水道料
金の補助は良かっ
たです。

町独自支援策に一言

一言インタビュー

Ｋ．Ｍさん（80歳）

・大学生等生活応援給付金

・お米購入補助券給付

・家庭用ごみ袋配布

・飲食店感染防止対策助成金

・公共施設手洗い台水栓の自動化

・芦屋町図書館除菌機整備

・感染防止宣言ステッカー

第５弾

・30％プレミアム商品券発行

・生活応援商品券発行

・町内事業者一時支援金

・居宅サービス事業等従事者

　向けＰＣＲ検査

・自宅療養者等生活支援サービス

第６、７弾

・35％プレミアム商品券発行

・子どもたちなどへの花火配布

・子育て世帯への臨時特別給付支援

第８、９弾

・35％プレミアム商品券発行

・町内事業者事業復活支援金

・家庭用ごみ袋配布

第 10 弾

町独自　支援策の歩み

川上議員

居宅サービス事業などの従事

者にも無料でＰＣＲ検査を行

うべき。（第７弾へ）

長島議員

町独自の感染防止宣言

アッシーステッカーを発行

する考えは。（第５弾へ）

ごみ袋の配付は
とても助かりました。

Ｍ．Ａさん（88歳）

　芦屋町の政策が柔軟で支援も多く、町外の知人

からも「羨ましい」との声がたくさん。

　現金給付は特に助かる！商品券で買い物客も増

え、芦屋町も盛り上がり、一石二鳥ですね！永沼さん家族

町の声

議
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Ｙ .Ｔさん（32歳）Ｓ .Ｆさん（34歳）

・緊急生活支援給付金

・上下水道料金支援給付金

・家庭用ごみ袋配布

・町内事業所事業継続支援給付金

・テイクアウト・デリバリー支援

第１弾 ・ひとり親家庭等支援給付金

・飲食店等家賃支援給付金

・30％プレミアム商品券発行

・医療・介護従事者感染症対策給付金

・介護事業者等感染症対策給付金

・農業漁業者事業継続支援給付金

第２弾

・電気料金支援給付金

・高齢者生活応援商品券給付

・子育て世帯生活応援商品券給付

・あしやっ子応援給付

・町内事業者等家賃軽減支援金

・子どもたちへの花火配布

・サプライズ花火の実施

第３弾
・インフルエンザ予防接種

　助成金

第４弾

～コロナ対策～
町独自　支援策の歩み

啓汰くん：サプライズ花火が嬉しかったです。

安梨さん：家族で飲食店をやっているので、支援

　　　　　金などは本当にありがたかったです。

町の声

宮川　安梨さん
　　　啓汰くん

内海議員

萩原議員

事業継続支援は事業所や店舗があるこ

とが条件となっているが、農業・漁業

はなぜ対象外なのか。（第２弾へ）

電気料金給付金があると
冷房が付けやすく熱中症
予防になり助かります！

感染症防止対策助成金で、
より安心して食事を提供す
ることができました。

コロナ対策でインフルエンザ

予防接種助成対象者を増やす

べき。（第４弾へ）

特 集
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Ｎ．Ｔさん（69歳）

　
歴
史
的
文
化
資
産
の
保
存
・
継
承

を
一
体
的
に
行
い
、
芦
屋
町
の
活
性

化
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
教

育
委
員
会
部
局
が
所
掌
す
る
歴
史
民

俗
資
料
館
の
管
理
や
文
化
財
保
護
な

ど
歴
史
文
化
に
関
す
る
事
務
を
町
長

部
局
に
移
管
し
ま
す
。

※�

観
光
振
興
を
視
野
に
入
れ
、「
釜

の
里
」
と
「
歴
史
の
里
」
の
連
携

を
強
化
。

※�

「
芦
屋
釜
振
興
課
」
を
「
芦
屋
釜
・

歴
史
文
化
課
」
に
変
更
。

芦
屋
町
は
歴
史
文
化
に
優
れ

て
お
り
、
教
育
分
野
で
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
部
局
へ

移
管
さ
れ
た
場
合
の
具
体
的
な
計
画
は
。

現
時
点
で
は
具
体
的
な
プ
ラ

ン
は
な
い
が
、
山
鹿
貝
塚
な

ど
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
が

一
層
進
む
と
考
え
る
。

「
芦
屋
釜
振
興
課
」
を
「
芦
屋

釜
・
歴
史
文
化
課
」
に
変
更

す
る
理
由
は
。

町
長
の
権
限
と
責
任
の
下
、

観
光
や
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
地
域
振
興
関
連
行
政

と
一
元
的
に
担
当
す
る
こ
と
に
よ

り
、
歴
史
的
文
化
資
産
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
と
迅
速
な
意
思
決
定
が

で
き
る
。

課
名
か
ら
「
振
興
」
の
文
言

が
削
除
さ
れ
た
理
由
は
。

芦
屋
釜
は
振
興
し
て
い
く
要

素
が
強
い
が
、
文
化
財
は
保

護
と
い
う
側
面
が
強
い
こ
と
か
ら

「
振
興
」
を
つ
け
ず
、「
芦
屋
釜
・
歴

史
文
化
課
」
と
し
た
。

歴
史
文
化
資
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り賛

成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
萩
原
洋
子
議
員

　
今
回
の
短
期
間
の
条
例
改
正
に
は

驚
い
た
が
、
組
織
機
構
の
見
直
し
で

は
「
芦
屋
釜
の
里
」
と
「
芦
屋
歴
史

の
里
」
の
連
携
強
化
、
歴
史
的
文

化
資
産
に
つ
い
て
、
観
光
及
び
シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
の

連
携
強
化
を
目
的
に
し
て
お
り
、
今

後
、
芦
屋
釜
の
振
興
と
と
も
に
、
山

鹿
貝
塚
な
ど
多
く
の
文
化
財
の
保
護

や
さ
ら
な
る
活
用
の
検
討
及
び
促
進

に
よ
り
、
今
以
上
に
歴
史
文
化
を
生

か
し
た
町
の
魅
力
づ
く
り
に
期
待
で

き
る
。よ
っ
て
こ
の
議
案
に
賛
成
す
る
。

 ６月
定例会
６月９日～ 20 日

問答

問 問答 答

歴
史
文
化
を
生
か
し
た

町
の
魅
力
づ
く
り
に
期
待

◆
組
織
機
構
の
見
直
し

に
関
す
る
条
例
改
正

条
例

一言インタビュー
巣ごもり者に対す
る支援を。

ＰＣＲ検査を無料
にしてほしい。

Ｏ．Ｋさん（68歳）

整備が進まない山鹿貝塚

今
後
の
観
光
振
興
に
期
待

町独自支援策に一言

議会だよりあしや ④令和 4年 8月 25 日　第 214 号
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補正予算による町独自支援策第 11 弾 補正額

　生活応援商品券
　　1人につき 1万円の商品券を給付 １億３７００万円

　上下水道料金及び電気料金支援給付金給付事業
　　１世帯につき２万円 １億２６９６万円

　高齢者生活応援給付金
　　65 歳以上の高齢者１人につき２万円を給付 ９０００万円

　子育て世帯生活応援給付金
　　18 歳までの対象児童１人につき２万円を給付 ４６００万円

　高齢者・障がい者福祉施設等支援金
　　福祉施設などに５～ 10万円の支援金を給付 ２００万円

※ 1万円以下は切り捨て。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
物
価

高
騰
に
対
し
、
町
民
１
人
に
つ
き

１
万
円
の
商
品
券
を
給
付
し
ま
す
。

今
回
も
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

も
使
え
る
の
か
。

使
え
る
よ
う
、
調
整
を
行
っ

て
い
く
。

　
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
４

年
７
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
令

和
４
年
７
月
１
日
時
点
で
芦
屋
町
に

住
民
登
録
が
あ
る
児
童
１
人
に
つ
き

２
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
給
付
金
は
令
和
４

年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
人

が
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
子
育
て

へ
の
応
援
給
付
金
は
令
和
４
年
７
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

現
状
の
物
価
高
騰
に
か
か
る
支

援
で
、
７
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
を
基
準
と
し
て
い
る
。

答

問答

問

Ｙ .Ｔさん（51歳）

商品券で生活必需品
を買うことができて
良かった。

◆
生
活
応
援
商
品
券

補 正
予 算

５
億
１
５
０
０
万
円 

の 

増
額
補
正

物
価
高
騰
へ
の
生
活
支
援

◆
子
育
て
世
帯
生
活
応

援
給
付
金

図書館の除菌機導入で安
心して本を借りることが
できた。

Ｓ .Ｕさん（31歳）

山笠に参加する山形さん家族

議会だよりあしや⑤ 令和 4年 8月 25 日　第 214 号
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　議案の賛否を掲載しています。
　※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

６月定例会の議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対 を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
小
田
川
上
横
尾
辻
本

芦屋町教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和４年度芦屋町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和４年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金
特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和４年度芦屋町公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

第１分団ポンプ自動車購入契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和４年度芦屋町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

芦屋町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

Ｍ .Ｃさん（41歳）

　３年ぶりに行われたおんがレガッタ

に参加しました。大会に向けて練習を

重ね、本番に臨みました。久々に他町

とも交流ができ、イベント再開の兆し

も見え、有意義な一日となりました。

おんがレガッタ
５月 21 日（土）

　議会の活動を報告します

　令和４年度芦屋町大雨洪水避難訓練

が行われました。家庭などに設置され

た戸別受信機で災害情報を確認したの

ち、議員は自治区の避難訓練や避難所

開設訓練などに参加しました。

大雨洪水避難訓練
６月 18 日（土）

　
議
会
だ
よ
り
２
１
３
号
７
ペ
ー
ジ
の

職
員
・
特
別
職
・
議
会
議
員
の
期
末
手

当
引
き
下
げ
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

〔
誤
〕　

％
（
年
間
）

〔
正
〕　

月
分

訂正

一言インタビュー
ひとり親家庭に対し
ての支援策が生活の
助けになった。

多くの支援策があ
り、 芦 屋 町 民 で 良
かったと感じた。

Ｈ .Ａさん（53歳）

町独自支援策に一言

議会だよりあしや ⑥令和 4年 8月 25 日　第 214 号
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５月臨時会の議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対 を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
小
田
川
上
横
尾
辻
本

令和４年度芦屋町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

令和４年度芦屋町モーターボート競走事業会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

損害賠償の額の決定及び示談 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

Ｔ .Ｙさん（40代）

電解水やごみ袋無料配布
は日常的に使うものなの
で大変ありがたかった。

 ５月
臨時会

大学生 10 万円給付は本
当に助かりました。
また支援してほしい。

Ｈ .Ｓさん（20代）

財
源
と
算
出
根
拠
は
。

競
艇
場
か
ら
の
繰
入
金
で
熊

本
地
震
な
ど
の
時
と
同
額
の

５
０
０
万
円
に
し
た
。

競
艇
場
の
収
益
を
戦
争
の

あ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
寄
与

す
る
の
は
良
い
の
か
。

収
益
の
使
途
は
、
社
会
福
祉

の
増
進
、
医
療
の
普
及
、
住

民
福
祉
の
増
進
な
ど
と
な
っ
て
お

り
、
人
道
支
援
に
充
て
る
こ
と
は
問

題
な
い
と
考
え
る
。

　
町
有
地
法
面
で
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
隣
接
す
る
町
内
事
業
者
の
事
務

所
な
ど
を
損
壊
さ
せ
た
も
の
。

毎
回
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
、

朝
早
い
時
間
か
ら
町
民
会
館

に
並
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

や
は
り
電
話
予
約
が
一
番
い
い
。
１

回
線
し
か
増
や
せ
な
い
の
か
。

受
付
窓
口
を
メ
イ
ン
に
考
え

て
い
る
が
検
討
す
る
。

問答問答

問答

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
示
談
（
１
１
７
０
万
円
）

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
委

託
（
約
７
６
０
０
万
円
）

ワクチン接種予約受付会場

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援

金
（
５
０
０
万
円
）

町
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
人
道
支
援

９
６
０
０
万
円 

の 

増
額
補
正

議会だよりあしや⑦ 令和 4年 8月 25 日　第 214 号



町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

9 松岡　泉
乳幼児健診

ヤングケアラー支援

10 川上 誠一
インボイス制度

加齢性難聴の補聴器購入助成

11 本田 　浩
高齢者の就労

地域包括ケアシステム「自助・互助・共助・公助」

12 萩原 洋子
選挙の投票率向上

農業者支援

13 長島 　毅
芦屋港レジャー港化の現状と今後の展望

新たな観光資源と魅力づくり

14 信国 　浩
防災に関連する取組み

学校教育における部活動支援

15 妹川 征男
バス停のベンチ、上屋の設置

ナイター設備

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

　６月 10日に７人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの

所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

　

一般質問
一般質問会議録

独

自

支

援

策

５

月

臨

時

会

一

般

質

問

６

月

定

例

会

議会だよりあしや ⑧令和 4年 8月 25 日　第 214 号



７人の 議 員 が 登 壇

独

自

支

援

策

５

月

臨

時

会

一

般

質

問

６

月

定

例

会

難
聴
は
早
期
に
発
見
し
、
適

切
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
有
効
な
音
声
言
語
の
発
達
を
促

す
こ
と
が
で
き
る
。
新
生
児
健
診
で

異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

検
査
を
実
施
し
た
医
療
機
関

や
新
生
児
訪
問
を
行
う
町
の

保
健
師
が
福
岡
県
乳
幼
児
聴
覚
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
、

保
護
者
か
ら
の
相
談
対
応
や
早
期
受

診
に
つ
な
げ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

国
は
聴
覚
検
査
費
の
助
成
に

つ
い
て
各
自
治
体
に
協
力
を

依
頼
し
て
い
る
。
町
も
検
査
費
の
助

成
を
行
う
べ
き
で
は
。

先
天
性
の
難
聴
な
ど
は
早
期
の

治
療
が
必
要
で
あ
る
。
新
生
児

聴
覚
検
査
の
一
層
の
受
診
率
向
上
や

子
育
て
世
帯
の
財
政
負
担
軽
減
の
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
公
費
助
成
な
ど
効

果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

３
歳
児
の
視
覚
検
診
に
最
新

の
検
査
機
器
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、町
の
対
応
は
。

最
新
機
器
「
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ

ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
」
は
、
必
要

性
な
ど
を
十
分
に
検
証
し
た
上
で
、

購
入
の
是
非
を
検
討
す
る
。

政
府
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

３
年
間
を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
強
化
集
中
期
間
に
設
定
し
た
。

町
の
支
援
の
方
向
性
は
。

不
登
校
や
勉
学
の
妨
げ
と

い
っ
た
子
ど
も
の
人
権
を
侵

害
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
町

と
し
て
速
や
か
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。
令
和
４
年
度
か
ら
新
設
さ

れ
た
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
一

層
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

国
が
支
援
強
化
策
と
し
て
財

政
支
援
を
行
う
中
に
早
期
発

見
の
た
め
の
実
態
調
査
も
含
ま
れ
て

い
る
が
、
町
独
自
の
実
態
調
査
は
。

現
在
、
町
内
の
小
中
学
校
で

定
期
的
に
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

早
期
発
見
策
の
一
つ
と
し
て

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、
増

員
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
状
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
増
員
す

る
予
定
は
な
い
。
今
後
、
虐
待
な
ど

子
ど
も
の
人
権
を
侵
害
す
る
事
案
の

発
生
状
況
に
よ
り
、
関
係
機
関
と
協

議
を
行
っ
て
い
く
。

答

問 答

録画中継

問

問

乳幼児健診

問

答

子ども健診費の助成は

財政負担軽減策を検討
健康・こども課長

答

松松ま

つ

お

か

ま

つ

お

か
岡岡    

泉泉
い
ず
み

い
ず
み  

問

答ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

問答

スポットビジョンスクリーナーの使用図

( ㈱ジチタイワークス提供）

※注１：ヤングケアラー

　一般に、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話を日常的に行っている子どものこと。

注
１
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独

自

支

援

策

５

月

臨

時

会

一

般

質

問

６

月

定

例

会

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
を
、

ど
う
見
る
の
か
。

消
費
税
の
課
税
事
業
者
は
免

税
事
業
者
か
ら
行
っ
た
仕
入

れ
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
仕
入
れ

税
額
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
税
負
担
が
増
加
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
免

税
事
業
者
は
イ
ン
ボ
イ
ス
が
発
行
で

き
な
い
た
め
、
課
税
事
業
者
か
ら
取

引
を
見
直
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
希
望
す
る
事

業
者
、
特
に
免
税
事
業
者
は
、
税
務

署
に
課
税
事
業
者
へ
の
転
換
や
登
録

申
請
が
必
要
と
考
え
る
。

事
業
者
の
中
に
混
乱
が
予
想

さ
れ
る
。
町
は
ど
う
す
る
の
か
。

商
工
会
が
相
談
窓
口
と
し
て

７
月
と
９
月
に
イ
ン
ボ
イ
ス

の
講
習
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

り
、
今
後
も
制
度
の
開
始
に
向
け
て

定
期
的
に
開
催
す
る
。
町
は
広
報
紙

な
ど
で
周
知
を
行
う
。

町
の
企
業
会
計
へ
の
影
響
は
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
対
応
す
る
た
め
、

公
共
下
水
道
事
業
は
会
計
シ
ス

テ
ム
の
改
修
に
１
２
１
万
円
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
事
業
は
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
約

６
０
０
万
円
の
予
算
が
必
要
と
考
え
る
。

 

町
長
は
制
度
の
導
入
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

町
は
商
工
会
、
税
務
署
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

制
度
の
周
知
、
事
前
準
備
に
取
り
組

み
、
町
と
し
て
の
責
任
は
果
た
し
た

い
と
思
う
。

加
齢
性
難
聴
で
認
知
機
能
が

低
下
し
、
う
つ
病
や
認
知
症

の
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。
最
近
、
補
聴
器
購
入
に

助
成
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
い
る

が
、
認
知
医
療
の
観
点
か
ら
実
施
す

べ
き
で
は
。

国
の
公
的
支
援
制
度
の
創
設

を
要
望
す
る
。
町
と
し
て
は
県

や
他
の
自
治
体
の
状
況
を
注
視
す
る
。

補
聴
器
を
上
手
に
使
う
に
は

補
聴
器
相
談
医
や
認
定
補
聴
器

技
能
者
の
援
助
が
必
要
だ
が
、
体
制

は
あ
る
の
か
。

月
に
２
回
、
第
２
・
第
４
月

曜
日
に
補
聴
器
業
者
に
よ
る

巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
補
聴
器

を
所
有
し
て
い
な
い
方
に
は
簡
易
な

検
査
を
行
い
、
必
要
性
が
あ
れ
ば
耳

鼻
科
の
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問答

問答

インボイス制度

インボイス制度の影響は

税負担増加が考えられる
税務課長

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器

購
入
助
成

問答

問

問

答

答

川川か

わ

か

み

か

わ

か

み
上上
誠誠せ

い

い

ち

せ

い

い

ち
一一

録画中継

問答

※注１：インボイス制度

　適格請求書（消費税の税率や税額を区分して記載した請求書）を用いて消費税を計算すること。

注
１

インボイスのイメージ図

（全国商工会連合会発行「一目でわかる！インボイスの手引き」より）
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独

自

支

援

策

５

月

臨

時

会

一

般

質

問

６

月

定

例

会

高
齢
者
就
労
の
取
り
組
み
は
。

高
齢
者
能
力
活
用
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
事
業
の
運
営

は
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
。

高
齢
者
能
力
活
用
事
業
と
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
違

い
は
何
か
。

高
齢
者
能
力
活
用
事
業
は
、

低
価
格
で
地
域
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
性
の
面
で
民
間
企
業
に
劣
る
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
事

業
者
と
し
て
労
務
単
価
や
諸
経
費
率

を
自
由
に
設
定
で
き
、
近
隣
市
町
村

セ
ン
タ
ー
か
ら
人
材
を
派
遣
し
て
も

ら
え
る
。
し
か
し
、
新
た
な
法
人
設

立
の
た
め
維
持
管
理
経
費
が
増
大

し
、
利
用
者
の
負
担
が
増
え
る
。

県
内
市
町
村
の
９
割
が
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関

わ
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
近
隣
市
町

村
と
の
連
携
な
ど
地
域
の
利
用
者
、

勤
務
す
る
人
の
双
方
に
と
っ
て
デ
メ

リ
ッ
ト
よ
り
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き

い
の
で
は
。

近
隣
市
町
村
と
相
互
の
人
材

派
遣
の
可
能
性
が
増
え
る
こ

と
で
、
安
定
的
な
業
務
提
供
や
就
労

に
つ
な
が
り
、
業
務
単
価
ア
ッ
プ
は

就
労
者
の
処
遇
改
善
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
利
用
者
側
の
視
点
で
は
、
費

用
負
担
の
上
昇
が
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

高
齢
者
の
多
様
な
能
力
を
活

用
す
る
た
め
に
登
録
人
数
の

増
加
や
仕
事
内
容
に
幅
を
持
た
せ
る

な
ど
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
が
必
要
で
は
。

芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

協
議
を
行
う
。
ま
た
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
は
、

芦
屋
町
単
独
設
置
や
近
隣
自
治
体
と

の
共
同
設
置
が
考
え
ら
れ
る
。
関
係

機
関
や
近
隣
市
町
の
取
り
組
み
状
況

な
ど
、
高
齢
者
の
就
労
支
援
の
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
。

「
高
齢
化
」
か
ら
「
超
高
齢
化
」

に
向
か
う
中
で
、
地
域
を
支

え
る
互
助
の
団
体
と
町
の
関
わ
り
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
を
支
え
る
互
助
団
体
は

芦
屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

芦
屋
町
手
を
つ
な
ぐ
リ
ボ
ン
の
会
、

あ
し
や
助
け
あ
い
・
支
え
あ
い
の
会

（
通
称
あ
し
た
の
会
）
な
ど
が
あ
る
。

町
は
、
広
報
あ
し
や
で
会
の
活
動
を

取
り
上
げ
、
会
員
数
の
増
加
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

答

問

答

答 答問 問

高齢者の就労

問

多様な能力の活用は

就労支援方策の調査研究
福祉課長

答

本本ほ

ん

だ

ほ

ん

だ
田田    

浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し  

問

地
方
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

「
自
助
・
互
助
・
共
助
・

公
助
」

録画中継

高齢者能力活用事業の草刈作業
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独

自

支

援

策

５

月

臨

時

会

一

般

質

問

６

月

定

例

会

芦
屋
町
の
農
業
者
の
現
状
は
。

２
０
１
５
～
２
０
２
０
年
の

調
査
デ
ー
タ
か
ら
農
家
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
農
業
従
事
者
の

減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま

た
、
調
査
の
中
で
38
件
中
17
件
の
農

家
は
「
５
年
以
内
の
後
継
者
を
確
保

し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
２
件
の

農
家
は
「
規
模
縮
小
」
と
回
答
し
て
い

る
。

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
就
農
準
備
資
金
な
ど
で
す
べ
て
か
。

「
水
田
農
業
担
い
手
機
械
導
入

補
助
金
」
な
ど
の
機
械
導
入

支
援
も
あ
る
。

新
規
就
農
者
支
援
は
町
長
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
も
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
国
の
支
援
し
か

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
町
も
し
っ

か
り
と
支
援
を
行
う
と
の
理
解
で
良

い
か
。担

い
手
の
支
援
策
は
、
し
っ

か
り
周
知
し
て
い
く
。

後
継
者
不
足
も
深
刻
で
あ
る
。

国
の
補
助
金
制
度
の
要
綱
は

複
雑
で
、
要
件
が
合
わ
ず
制
度
を
活

用
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
一
方
で
、

定
期
的
な
農
業
機
械
の
買
い
替
え
は

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
や
る
気
の

あ
る
農
業
者
が
積
極
的
に
投
資
で
き

る
町
独
自
の
農
業
支
援
策
の
拡
充
が

必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
、
補
助
制
度
の
条
件
緩

和
や
内
容
な
ど
を
見
直
し
、

芦
屋
町
の
現
状
に
あ
っ
た
求
め
ら
れ

る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

３
年
前
に
一
般
質
問
で
提
案

し
た
投
票
率
向
上
の
た
め
の

施
策
は
行
う
の
か
。

来
年
の
選
挙
か
ら
、
選
挙
当

日
に
巡
回
バ
ス
を
運
行
さ
せ
、

選
挙
公
報
は
紙
ベ
ー
ス
と
併
せ
て
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
。

若
者
へ
の
施
策
は
。

18
歳
に
到
達
し
た
人
へ
啓
発

チ
ラ
シ
な
ど
を
送
付
す
る
ほ

か
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
若
者
の

投
票
率
向
上
を
図
る
。

子
ど
も
の
投
票
へ
の
意
識
づ

く
り
で
、
親
と
一
緒
に
投
票

に
来
た
子
ど
も
に
お
菓
子
く
じ
を
引

い
て
も
ら
う
と
い
っ
た
事
業
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
投
票
行
動

と
家
族
の
関
係
に
働
き
か
け
て
は
。

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
で

の
対
応
は
厳
し
い
が
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
啓
発

は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

問答

問答

農業者支援

農業者支援の拡充を

求められる支援策を検討
産業観光課長

問答

問

問

答

答

萩萩は

ぎ

わ

ら

は

ぎ

わ

ら
原原  

洋洋ひ

ろ

こ

ひ

ろ

こ子子
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今
後
の
芦
屋
釜
の
里
の
展
望
は
。

収
蔵
展
示
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
重
要
文
化

財
指
定
「
芦
屋
釜
」
の
公
開
が
あ
る
。

新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
げ
、
町
内

外
か
ら
の
集
客
の
目
玉
と
し
て
活
用

す
る
。ま
た
芦
屋
鋳
物
の
技
術
継
承
、

生
産
性
向
上
、
Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

町
民
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
が
、

立
礼
席
で
提
供
す
る
も
の
は

今
後
増
え
る
の
か
。

現
在
、
年
間
を
通
し
て
抹
茶

と
干
菓
子
を
提
供
し
、
夏
季

に
は
抹
茶
ア
イ
ス
と
冷
茶
の
セ
ッ
ト

も
選
べ
る
。
大
き
く
変
更
す
る
予
定

は
な
い
が
、
施
設
の
雰
囲
気
と
調
和

を
図
り
な
が
ら
魅
力
向
上
に
努
め
る
。

30
周
年
を
迎
え
る
芦
屋
釜
の

里
の
物
語
を
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
考
え
は
。

復
興
事
業
や
重
要
文
化
財
指

定
「
芦
屋
釜
」
入
手
の
経
緯

や
一
連
の
記
録
は
ま
と
ま
っ
た
も
の

が
な
い
の
で
、
記
録
、
発
信
は
検
討

す
る
。１

５
０
０
人
の
来
町
者
に
実

施
さ
れ
た
観
光
動
向
調
査
の

結
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
内
を
回
遊
し
て
い
な
い
、

ま
た
消
費
額
が
少
な
い
の
が

特
徴
で
あ
る
。
目
的
地
以
外
の
情
報

を
知
ら
な
い
、
駐
車
場
が
分
か
ら
な

い
な
ど
情
報
を
発
信
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
要
因
と
考
え
る
。
結
果
を
今

後
の
各
施
策
や
事
業
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

国
の
地
域
活
性
化
企
業
人
制

度
を
利
用
し
て
立
ち
上
げ
た

「
み
な
と
準
備
室
」
は
、
現
状
の
２

人
体
制
で
は
荷
が
重
い
と
感
じ
る
。

今
後
の
活
動
や
新
た
な
登
用
は
。

経
験
や
知
見
か
ら
地
域
の
現

状
を
把
握
し
、
今
後
の
チ
ー

ム
の
在
り
方
や
タ
ス
ク
の
整
理
を
行

い
、
将
来
的
に
自
走
で
き
る
よ
う
人

材
育
成
の
検
討
を
し
て
い
る
。
現
在

は
２
人
体
制
だ
が
、
本
年
度
４
人
程

度
の
外
部
人
材
登
用
を
想
定
し
て
お

り
体
制
強
化
を
進
め
た
い
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
や
コ
ン
セ
プ

ト
を
落
と
し
込
ん
で
、
海
岸

線
に
親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
考
え
て
は
。

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
や

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
検
討
す
る
。

問答

答

答 問 答

問

問

新たな観光資源と魅力づくり

問答

芦屋釜の里物語を映画に

記録や発信を検討する
芦屋釜振興課長

高台から望む芦屋港周辺

長長な

が

し

ま

な

が

し

ま
島島
　　
毅毅
つ
よ
し

つ
よ
し  

問 芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化
の

現
状
と
今
後
の
展
望
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新
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
周
知

と
活
用
を
図
り
た
い
点
は
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
江
川

台
の
登
り
口
斜
面
を
、
新
た

な
災
害
指
定
区
域
に
魚
見
公
園
下
の

七
田
池
周
辺
を
追
記
し
た
。
ま
た
、

最
大
規
模
を
想
定
し
て
作
成
し
た
高

潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
芦
屋
海

岸
、
柏
原
海
岸
の
浸
水
が
想
定
さ
れ

る
と
し
て
記
載
し
た
。
①
災
害
時
の

危
険
性
を
確
認
す
る
、
②
災
害
へ
の

備
え
を
よ
く
読
む
、③
家
族
で
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
、
④
避

難
経
路
を
歩
い
て
確
認
す
る
、
⑤
防

災
情
報
の
収
集
方
法
や
入
手
先
を
確

認
す
る
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。危

険
箇
所
の
指
定
経
緯
や
点

検
方
法
と
警
戒
区
域
な
ど
今

後
の
打
開
策
は
。

農
林
水
産
省
な
ど
の
新
基
準

に
沿
っ
て
県
が
指
定
し
て
い

る
。
警
戒
区
域
な
ど
平
常
時
は
特
に

現
状
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
大
雨

警
報
発
令
時
は
巡
回
な
ど
を
行
い
、

崩
落
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
て
い

る
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
ハ
ー
ド

整
備
は
、
町
有
地
と
民
有
地
が
あ
る

た
め
整
備
は
難
し
い
。
減
災
を
進
め

て
い
く
上
で
、
早
め
の
避
難
を
呼
び

か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
指

定
緊
急
避
難
場
所
で
、
浸
水

す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
の
自
治
区
公

民
館
を
記
載
し
て
い
な
い
理
由
は
。

浸
水
し
な
い
区
域
や
、
指
定
避

難
所
、
緊
急
避
難
場
所
な
ど
を

全
体
的
に
見
や
す
く
す
る
た
め
、
４

つ
の
公
民
館
を
削
除
し
て
い
る
。

津
波
浸
水
時
に
陸
揚
げ
さ
れ

た
船
舶
な
ど
に
起
因
す
る
二

次
的
災
害
の
防
止
策
は
。

基
本
的
に
は
船
の
管
理
者
や

事
業
者
が
適
切
な
対
策
を
講

じ
る
べ
き
と
考
え
る
。

城
山
公
園
、
梅
林
公
園
、
魚

見
公
園
の
安
全
な
避
難
ル
ー

ト
を
考
え
た
整
備
計
画
は
。

命
を
守
る
行
動
と
し
て
、
津
波

の
浸
水
想
定
区
域
外
エ
リ
ア
に

避
難
し
て
も
ら
う
こ
と
を
第
一
に
考

え
て
い
る
。
城
山
公
園
は
地
震
に
よ

り
崩
落
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
三
軒

屋
か
ら
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
も

考
え
、
総
合
体
育
館
や
魚
見
公
園
な

ど
一
般
道
か
ら
避
難
で
き
る
と
こ
ろ

へ
避
難
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
高
台
の
公
園
整
備
は
、
時
間
と
費

用
が
か
か
る
た
め
、
所
管
課
と
話
を

進
め
て
い
く
形
に
な
る
と
思
う
。

防災に関連する取り組み

避難ルートの整備は

所管課と話を進める形に
総務課長

録画中継
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問

信信の
ぶ
く
に

の
ぶ
く
に国国

　　

浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し

避難ルートの整備が望まれている城山公園

問

答
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巡
回
バ
ス
は
交
通
弱
者
の
通

院
・
買
物
移
動
な
ど
高
齢
者

の
日
常
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
バ
ス
停
は
何
カ
所

設
置
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
ベ
ン

チ
や
上
屋
が
な
い
箇
所
は
何
カ
所
か
。

バ
ス
停
は
69
カ
所
あ
る
。う
ち
、

34
カ
所
に
ベ
ン
チ
が
、
48
カ
所

に
上
屋
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

ベ
ン
チ
が
な
い
た
め
に
重
い

荷
物
を
持
っ
て
バ
ス
を
待
っ

て
い
る
方
、
上
屋
が
な
い
た
め
風
雨

の
時
に
困
っ
て
い
る
方
、
日
照
り
の

際
に
直
射
日
光
を
受
け
な
が
ら
バ
ス

を
待
っ
て
い
る
高
齢
者
を
見
か
け
る

と
胸
が
痛
む
。
ベ
ン
チ
、
上
屋
を
設

置
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が

あ
る
の
か
。

設
置
し
て
、
な
お
幅
員
が
２

メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
で
き
る

歩
道
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
結
構
あ
る
。
高
齢
者
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ベ
ン
チ
や
上
屋
の
整
備
を
積
極
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

令
和
５
年
度
に
新
規
設
置
や

更
新
の
必
要
性
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。

野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽

し
ん
で
い
た
チ
ー
ム
な
ど
が

利
用
し
て
い
た
芦
中
の
ナ
イ
タ
ー
は

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
使
用
で
き
ず
、

東
小
も
十
数
年
前
か
ら
使
用
で
き
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
郡
内
の
ナ

イ
タ
ー
設
置
状
況
は
。

岡
垣
町
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

遠
賀
町
は
総
合
運
動
公
園
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
水
巻
町
は
総
合

運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
水
巻

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
２
カ
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

芦
屋
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

は
６
チ
ー
ム
で
組
織
さ
れ
、

そ
の
う
ち
の
２
チ
ー
ム
は
ナ
イ
タ
ー

設
備
の
あ
る
遠
賀
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
練
習
し
て
い
る
。
ま
た
少
年

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
芦
屋
町
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
倉
庫
か
ら
自
家
発
電
の

照
明
器
具
６
台
を
搬
出
入
し
て
練
習

す
る
な
ど
、
大
変
な
作
業
で
あ
る
。

郡
内
で
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
な
い
の
は

芦
屋
町
だ
け
だ
が
、
ナ
イ
タ
ー
設
置

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

整
備
・
改
修
に
つ
い
て
は
現

在
、
実
施
計
画
に
計
上
し
て

い
る
。
廃
止
も
含
め
て
現
行
設
備
の

改
修
、
新
た
な
設
置
な
ど
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

バス停のベンチ、上屋の設置

今後の取り組み予定は

令和６年度から整備予定
環境住宅課長

録画中継
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問
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も
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い
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答
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次回の定例会は９月１日開会予定

議会を傍聴してみませんか？

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、本会

議は役場１階ロビーでライブ中継をしています。
※�日程は変更になる場合があります。傍聴を希望する場合は議会事務局

にお問い合わせください。　（℡ 223-3579）

※新型コロナウイルス感染症の今後の状況によっては、傍聴をお断りす

　る可能性がありますので、ご了承ください。

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧

ください。なお、配信は本会議終了から

７日後（土日祝日のぞく）になります。

録画中継ページ録画中継で見た表決の様子

町かど町かど
インタビューインタビュー

　　　　　　新型コロナ　町独自支援に感謝　　　　　　新型コロナ　町独自支援に感謝
　

感
染
症
対
策
で
生
活
様
式
は

変
わ
り
ま
し
た
か
？

外
出
を
控
え
家
庭
で
過
ご
す

時
間
が
長
く
な
り
、
ご
近
所

と
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と
や
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、海
浜
公
園
、

夏
井
ヶ
浜
は
ま
ゆ
う
公
園
な
ど
芦
屋

町
内
の
新
た
な
場
所
の
発
見
も
あ
り

ま
し
た
。

小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
が
お
ら

れ
て
感
染
症
対
策
に
は
気
を

使
い
ま
し
た
か
？

小
学
生
の
子
ど
も
が
２
人
い

て
コ
ロ
ナ
対
策
が
日
常
の

ル
ー
テ
ィ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
買
い

物
は
店
舗
の
場
所
や
時
間
を
気
に
す

る
よ
う
に
な
り
、
セ
ル
フ
レ
ジ
も
意

識
し
ま
し
た
。

町
民
へ
の
感
染
症
対
策
支
援

を
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

と
て
も
手
厚
い
支
援
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。
町
内
で
利

用
し
た
こ
と
が
な
い
お
店
や
施
設
を

利
用
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

今
回
第
11
弾
の
支
援
策
が
町

よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
？

こ
こ
ま
で
の
支
援
は
他
の
自

治
体
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

芦
屋
町
民
で
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
か
？

今
回
の
支
援
に
限
ら
ず
、
地

域
に
親
切
な
人
が
多
い
こ
と

や
、
モ
ー
ヴ
ィ
ー
芦
屋
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
や
自
然
が
豊
富
で
子
育

て
を
し
や
す
い
環
境
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
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　２０１９年に仕事の関係で芦屋町に家を建て、

芦屋町民になった笑顔が素敵な田中ファミリー

にインタビューしたっちゃ。

夏井ヶ浜はまゆう公園にて
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　「
三
度
目
の
正
直
」
と
い
う

言
葉
は
、
３
度
目
は
物
事
が
期

待
通
り
の
結
果
に
な
る
と
の
意

味
の
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
３

年
目
に
し
て
明
る
い
展
望
に
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
過
去
２
年
は
新
種
の
ウ
イ
ル

ス
と
の
遭
遇
で
人
と
の
距
離
も

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で

あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
コ
ロ
ナ

対
策
の
基
本
は
必
要
で
す
が
要

所
を
押
さ
え
な
が
ら
の
地
域
行

事
も
復
活
し
始
め
ま
し
た
。

　
皆
様
も
健
康
に
留
意
さ
れ
な

が
ら
芦
屋
町
の
地
域
行
事
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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